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【手続補正書】
【提出日】平成21年1月9日(2009.1.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
６０℃～２５０℃の温度（Ｔｃｕｒ）において硬化可能な組成物において、該組成物が、
i)バインダー及び
ii)上記組成物において垂れコントロール剤（ＳＣＡ）として使用するための混合物を含
み、該混合物が
　　　（ａ）硬化温度（Tcur）より少なくとも１０℃低い融解温度（Ｔｍ１）を有し、従
って条件Ｔｍ１＜（Ｔｃｕｒ－１０℃）を満足するチキソトロピー誘発性粒状ポリウレア
生成物；及び
　　　（ｂ）少なくとも上記硬化温度までの温度においてその粒状性を保持する融解温度
（Tm2）を有する第二のチキソトロピー誘発性粒状成分
を含む組成物。
【請求項２】
９０℃超、より好ましくは１２０℃超の温度（Ｔｃｕｒ）において硬化可能な、請求項１
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に記載の組成物。
【請求項３】
１２０℃～１５０℃の温度（Ｔｃｕｒ）において硬化可能な、請求項１～２のいずれか１
項に記載の組成物。
【請求項４】
上記第一ポリウレア成分（ａ）の融解温度が（Ｔｃｕｒ－６０℃）より高い、より好まし
くは（Ｔｃｕｒ－５０℃）より高い、さらにより好ましくは（Ｔｃｕｒ－４０℃）より高
い、請求項１～３のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項５】
ポリウレア生成物(a)及び上記第二の粒状成分(b)の融解温度が条件Ｔｍ２≧（Ｔｍ１＋１
０℃）を満足する、請求項１～４のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項６】
混合物のポリウレア反応生成物（ａ）が、アミンと置換又は無置換の直鎖脂肪族ポリイソ
シアネート又はそのイソシアヌレートとの反応により誘導される、請求項１～５のいずれ
か１項に記載の組成物。
【請求項７】
混合物の上記ポリウレア生成物（ａ）が、アミンとヘキサメチレン－１，６－ジイソシア
ネート（ＨＭＤＩ）との反応により誘導される、請求項６に記載の組成物。
【請求項８】
混合物の上記ポリウレア反応生成物（ａ）が、アミンとヘキサメチレン－１，６－ジイソ
シアネート（ＨＭＤＩ）のイソシアヌレート誘導体との反応により誘導される、請求項６
に記載の組成物。
【請求項９】
混合物の上記ポリウレア反応生成物（ａ）が、対掌体過剰で用意されたキラルなモノアミ
ンから誘導される、請求項６～８のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項１０】
混合物の上記第二粒状成分（ｂ）がシリカ、ポリマー状マイクロゲル、粘土、及びポリウ
レアに基づく生成物からなる群から選択される、請求項１～９のいずれか１項に記載の組
成物。
【請求項１１】
混合物の上記第二成分（ｂ）がポリウレア反応生成物である、請求項１～１０のいずれか
１項に記載の組成物。
【請求項１２】
上記第二成分（ｂ）のポリウレア反応生成物がポリイソシアネートとアミンとの反応によ
り誘導され、上記ポリイソシアネートが、ＨＭＤＩ，トランス－１，４－シクロヘキシレ
ンジイソシアネート，ｍ－キシリレンジイソシアネート，ｐ－キシリレンジイソシアネー
ト，テトラメチルキシリレンジイソシアネート及びトルエンジイソシアネートからなる群
から選択される、請求項１１に記載の組成物。
【請求項１３】
上記第二成分（ｂ）を誘導するために使用される上記アミンが、ｎ－脂肪族アミン、シク
ロヘキシルアミン、ベンジルアミン、及び２－フェネチルアミンからなる群から選択され
る、請求項１２に記載の組成物。
【請求項１４】
上記混合物が５～９５重量％の上記第一ポリウレア反応生成物（ａ）、及び９５～５重量
％の上記第二粒状生成物（ｂ）を含む、請求項１～１３のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項１５】
溶媒をさらに含む、請求項１～１４のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項１６】
架橋剤をさらに含む、請求項１～１５のいずれか１項に記載の組成物。
【請求項１７】
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組成物の上記架橋剤がブロックされたイソシアネートを含む、請求項１６に記載の組成物
。
【請求項１８】
組成物の上記架橋剤が非イソシアネートタイプである、請求項１６に記載の組成物。
【請求項１９】
組成物の上記架橋剤がメラミンホルムアルデヒドタイプである、請求項１８に記載の組成
物。
【請求項２０】
（組成物の合計重量に対して）０．０５～１０重量％の混合物を含む、請求項１～１９の
いずれか１項に記載の組成物。
【請求項２１】
バインダー及び垂れコントロール剤（ＳＣＡ）として（ａ）融解温度Ｔｍ１を有するチキ
ソトロピー誘発性粒状ポリウレア生成物及び（ｂ）Ｔｍ２＞（Ｔｍ１＋１０℃）である融
解温度Ｔｍ２を有する第二のチキソトロピー誘発性粒状成分の混合物を含む組成物を硬化
する方法であって、上記組成物を、６０℃～２５０℃の範囲の硬化温度Ｔｃｕｒに加熱す
ることを含む方法において、上記Ｔｃｕｒが
　　ｉ）Ｔｍ１＜（Ｔｃｕｒ－１０℃）であること、及び
　　ｉｉ）そこにおいて上記第二成分が、粒状状態に保持されている
ことを特徴とする方法。
【請求項２２】
該組成物が施与された基体上で上記硬化工程が起きる、請求項２１に記載の方法。
【請求項２３】
上記硬化温度Tｃｕｒが１２０℃～１５０℃の範囲、最も好ましくは約１４０℃である、
請求項２１又は２２に記載の方法。
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